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みなさんご存知ですよね

• Interop Tokyo

• この中に ShowNet というものがあります
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3つの要素が、協⼒、調和することで、ShowNetは構築、運営されています！

ShowNetを実現する要素

NOC
Team

Member

STMContributor

ShowNet機材提供企業
各種ネットワーク機器，負荷試験装置，
ソフトウェア, そして⼈材の提供

産学界から様々な⼈材が参加
東⼤, NAIST，JAIST，NTT Com,  Juniper, Cisco,
さくらインターネット,NHN テコラス, and more.

⼀般公募によるボランティアスタッフ
⼤学，専⾨学校，⾼専，企業(ISP, SIer…)など多種多様
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STMプログラムとSTM

ShowNetに関する作業を通して、次代のエンジニア育成するための
ボランティアプログラムです。

ShowNetを構築・運⽤し、運⽤上起こり得る様々なネットワーク
トラブルへの対応やイベント会場内における出展社対応などを担当
するボランティアスタッフの総称です。

STMはShowNet Team Memberの略称になります。

STMプログラムとは？

STMとは？
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2016年のSTM募集⼈数は

約30名 です

でも 160名程度の応募がありました。。。

内訳： HotStage〜会期終了まで参加 ： 約10名
会期中の参加 ： 約20名

STM募集⼈数
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参加⽇程：5⽉27⽇（⾦）〜 6⽉10⽇（⾦）

参加⽇程：6⽉4⽇（⼟）〜 6⽉10⽇（⾦）

1. 事前検証（HotStage）から参加

2. 会期から参加

参加⽇程

Check Out 6/11(⼟）

Check Out 6/11(⼟）

2016年10⽉14⽇OOL SDN/クラウドセミナー 6



今年の STM 
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作業⾵景
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作業⾵景
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未来を担う⼈材
• ShowNet の未来

• ネットワーク界の未来
• ⽇本の ICT 産業の未来

Interop Tokyo 2016 の ShowNet につながる
⼈材育成プログラムの必要性

ICT インフラを支える人材の増加
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ShowNet に⾒るこれから必要とされるエンジニア
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ネットワーク
エンジニア

サーバ
エンジニア

SDN/NFV/仮想化技術

サービス設計 / 構築技術

プログラミング技術



来年に向けた構想

ShowNet
エスパーエンジニア
育成プログラム
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構想

• 年間を通じて年4回程度の座学 + ハンズオン開催
• 週末を利⽤して東京と⼤阪で開催

• 協賛企業を募り運営
• 「ネットワーク機器を触れる」ではなく

「ネットワークを⼀から設計できる」エンジニアの育成
• なぜそのトポロジになるのか
• なぜその技術が必要なのか

• 「ネットワーク」と「サーバ」と「プログラミング」の
能⼒を兼ね備えた⼈材
• それこそが「エスパーエンジニア」
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